
水
音
な
き
鳴
滝－　
靖
蛤
日
記
「
鳴
滝
籠
り
」
の
意
義
　
－

は
じ
め
に

道
綱
母
は
天
禄
二
年
六
月
、
こ
の
年
正
月
か
ら
打
続
く
夫
兼
家
の
前
渡
り
に

耐
え
か
ね
て
、
山
寺
に
参
託
に
出
か
け
、
月
末
近
く
ま
で
そ
の
寺
に
滞
在
し
て

い
る
。
世
に
言
う
「
鳴
滝
罷
り
」
　
で
あ
る
。

さ
て
思
ふ
に
、
か
く
だ
に
思
ひ
出
づ
る
も
む
つ
か
し
く
、
さ
き
の
や
う

に
く
や
し
き
こ
と
も
こ
そ
あ
れ
、
な
は
し
ば
し
身
を
去
り
な
む
と
思
ひ
立

ち
て
、
西
山
に
、
例
の
も
の
す
る
寺
あ
り
、
そ
ち
も
の
し
な
む
、
か
の
物

（1】

忌
果
て
ぬ
さ
き
に
と
て
、
四
日
、
出
で
立
つ
。

こ
の
鴨
滝
籠
り
は
、
そ
の
叙
述
・
描
写
の
克
明
さ
と
、
道
綱
母
の
精
神
生
活

に
大
き
な
転
機
を
も
た
ら
し
た
点
に
お
い
て
、
ま
さ
に
全
編
の
圧
巻
と
言
う
べ

く
、
二
十
日
を
こ
え
る
参
籠
期
間
中
に
日
記
の
構
想
を
立
て
、
構
造
の
考
案
が

（2）

行
わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
す
る
説
な
ど
、
日
記
の
執
筆
契
機
と
結
び
つ
け
る

見
解
も
多
い
。
し
か
し
、
日
記
中
の
作
者
の
筆
は
、
仏
前
で
の
祈
願
や
堂
内
で

原

　

田

　

敦

　

子

の
思
惟
に
は
殆
ど
触
れ
る
こ
と
な
く
、
寺
の
四
囲
の
自
然
描
写
や
見
舞
客
と
の

交
流
に
そ
の
多
く
が
費
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
前
年
の
六
月
と
七
月
に
敢
行
さ
れ

た
唐
崎
祓
や
石
山
詣
に
見
ら
れ
る
情
念
の
奔
騰
も
、
表
だ
弓
描
写
さ
れ
る
。
一

と
は
な
い
。
唐
崎
戒
で
は
、
水
辺
で
の
タ
マ
フ
リ
に
よ
っ
て
、
石
山
詣
に
お
い
　
1
7

て
は
、
石
山
の
谷
の
票
に
死
と
再
生
の
疑
似
体
験
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
も
一
一

時
的
に
せ
よ
、
文
字
通
り
ヨ
ミ
ガ
エ
リ
を
得
て
帰
途
に
つ
い
た
作
者
で
あ
っ
た

が
、
そ
も
そ
も
こ
の
鴨
滝
籠
り
に
あ
っ
て
は
、
何
を
目
指
し
て
こ
の
地
に
来
た

り
、
何
を
得
て
こ
の
地
を
去
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

以
下
の
小
論
で
は
、
「
鳴
滝
」
な
る
地
の
有
す
る
意
味
と
、
こ
の
地
に
滞
在

中
の
作
者
の
視
覚
・
聴
覚
の
あ
り
方
を
通
し
て
、
「
鴨
滝
籠
り
」
　
の
意
義
を
探
っ

て
み
た
い
と
思
う
。

一
　
「
例
の
も
の
す
る
寺
」
と
鳴
滝
般
若
寺

道
綱
母
の
詣
で
た
「
西
山
に
、
例
の
も
の
す
る
寺
」
が
、
鳴
滝
の
地
に
か
つ



（5）

て
存
在
し
た
般
若
寺
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
既
に
定
説
と
な
っ
て
い
る
。
角
田
文

衛
氏
も
、
明
治
初
年
に
廃
絶
し
、
現
在
で
は
右
京
区
鳴
滝
・
般
若
寺
町
と
い
う

地
名
に
わ
ず
か
に
そ
の
体
を
と
ど
め
る
こ
の
寺
に
つ
い
て
、
近
世
地
誌
類
の
記

述
や
現
在
の
地
勢
と
、
日
記
の
記
述
か
ら
内
部
徴
証
的
に
得
ら
れ
た
山
寺
の
位

置
決
定
の
た
め
の
条
件
を
つ
き
あ
わ
せ
て
、
般
若
寺
を
例
の
山
寺
に
擬
す
る
想

（6）

定
は
容
易
に
肯
か
れ
る
と
し
て
お
ら
れ
る
。

般
若
寺
は
、
三
宝
寺
の
東
、
井
出
口
川
（
三
宝
寺
川
）
　
西
岸
の
五
台
山
泉
谷

に
あ
り
、
五
台
山
般
若
寺
と
も
い
っ
た
。
『
山
州
名
跡
志
』
　
に
よ
れ
ば
、
延
喜

年
中
に
大
江
玉
淵
が
檀
主
と
な
り
、
観
賢
僧
正
を
開
基
に
建
立
さ
れ
た
古
義
真

言
宗
御
室
派
の
寺
院
で
あ
る
。
『
日
本
紀
略
』
安
和
元
年
二
月
二
十
三
日
桑
に
、

．
太
政
大
臣
藤
原
実
額
が
村
上
天
皇
陵
に
参
詣
の
途
次
「
被
レ
参
一
般
若
専
一
」
と

あ
り
、
同
書
寛
仁
元
年
六
月
五
日
条
に
は
、
円
融
天
皇
の
皇
后
藤
原
連
子
が
没

し
て
、
「
彼
官
御
∃
送
－
葬
於
般
若
寺
良
地
こ
と
あ
っ
て
、
こ
の
葬
送
は
『
御
堂

（7）

関
白
記
』
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。

角
田
氏
は
、
倫
寧
家
と
般
若
寺
の
緊
密
な
関
係
は
、
間
接
的
に
は
彼
等
が
家

族
ぐ
る
み
で
密
着
し
て
い
た
小
野
宮
家
を
通
じ
て
、
よ
り
直
接
的
に
は
倫
撃
の

義
兄
弟
で
般
若
寺
の
別
当
で
あ
っ
た
と
お
ぼ
し
い
大
僧
都
元
呆
を
通
じ
て
、
形

（

－

）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

【

，

）

成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
日
本
古
典
文
学
全
集
の
頭
注
は
、
こ
う
し
た

想
定
に
明
証
は
な
い
と
し
て
懐
疑
的
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
作
者
お
よ
び
倫

寧
家
と
般
若
寺
の
親
し
い
関
係
だ
け
は
、
看
過
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

た
だ
し
か
し
、
日
記
の
中
に
般
若
寺
の
名
が
記
さ
れ
る
こ
と
は
一
度
も
な
い
。

前
掲
六
月
の
記
事
で
は
、
「
西
山
に
、
例
の
も
の
す
る
寺
」
　
で
あ
っ
た
し
、
他

に
二
例
こ
の
寺
と
お
ぼ
し
き
寺
が
登
場
す
る
場
合
も
、

○
日
ご
ろ
な
や
ま
し
う
て
、
咳
な
ど
い
た
う
せ
ら
る
る
を
、
も
の
の
け
に
や

あ
ら
む
、
加
持
も
こ
こ
ろ
み
む
、
せ
ば
ど
こ
ろ
の
わ
り
な
く
書
き
こ
ろ
な

る
を
、
例
も
も
の
す
る
山
寺
へ
登
る
。
　
　
（
上
巻
　
応
和
二
年
七
月
）

〇
十
余
日
の
ほ
ど
に
、
例
の
も
の
す
る
山
寺
に
、
「
紅
葉
も
兄
が
て
ら
」
と
、

こ
れ
か
れ
い
ざ
な
は
る
九
は
も
の
す
。
今
日
L
も
時
雨
降
り
み
降
ら
ず
み
、

ひ
ね
も
す
に
、
こ
の
山
い
み
じ
う
お
も
し
ろ
き
ほ
ど
な
り
。

（
下
巻
　
天
禄
三
年
十
月
）

と
、
寺
名
が
記
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
鳴
滝
舐
り
の
例
と
合
わ
せ
て
実
に
三
度

に
わ
た
っ
て
、
「
例
の
（
も
）
も
の
す
る
（
山
）
寺
」
が
繰
り
返
さ
れ
る
の
で
あ
　
1
8

る

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

－

鳴
滝
罷
り
の
往
路
の
道
中
記
は
、

山
路
な
で
ふ
こ
と
な
け
れ
ど
、
あ
は
れ
に
、
い
に
L
へ
も
ろ
と
も
に
の
み
、

時
々
は
も
の
せ
し
も
の
を
、
ま
た
病
む
こ
と
あ
り
L
に
、
三
四
日
も
こ
の

ご
ろ
の
ほ
ど
ぞ
か
し
、
宮
仕
へ
も
絶
え
、
こ
も
り
て
も
ろ
と
も
に
あ
り
L

は
、
な
ど
思
ふ
に
、
は
る
か
な
る
道
す
が
ら
涙
も
こ
ぼ
れ
ゆ
く
。
供
人
三

人
ば
か
り
そ
ひ
て
い
く
。

と
記
さ
れ
る
が
、
道
綱
母
の
意
識
は
、
時
々
兼
家
と
共
に
詣
で
た
往
時
の
記
憶

を
た
ぐ
り
寄
せ
る
の
み
で
、
そ
の
筆
致
か
ら
は
、
聖
地
に
参
入
す
る
際
の
精
神

の
高
揚
や
お
の
の
き
、
さ
ら
に
は
、
自
然
と
の
交
感
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
深
々



と
し
た
成
心
動
を
読
み
と
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
こ
で
彼
女
が
こ
ぼ
す
涙
は
、

自
分
が
病
気
の
時
に
は
三
、
四
日
も
兼
家
が
一
緒
に
詰
っ
て
く
れ
た
こ
と
も
あ
っ

た
「
い
に
L
へ
」
と
、
供
人
二
大
は
か
り
を
つ
れ
て
淋
し
く
山
路
を
た
ど
る
現

在
と
の
、
余
り
に
も
大
き
な
落
差
に
対
し
て
な
の
で
あ
り
、
平
素
都
で
の
生
活

で
は
目
に
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
自
然
の
中
に
心
身
を
解
き
放
っ
て
全
身
的
に

共
鳴
し
、
誘
花
の
涙
を
流
す
唐
崎
祓
や
、
「
河
原
に
は
死
人
も
臥
せ
り
と
見
聞

け
ど
、
恐
し
く
も
あ
ら
ず
」
と
い
う
極
度
の
緊
張
感
の
中
で
涙
し
な
が
ら
、
な

お
も
人
目
を
意
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
石
山
詣
の
場
合
と
は
、
邁
か
な

隔
た
り
が
あ
る
。

関
の
山
路
あ
は
れ
あ
は
れ
と
お
ぼ
え
て
、
行
先
を
見
や
り
た
れ
は
、
ゆ
く

へ
も
知
ら
ず
見
え
わ
た
り
て
、
鳥
の
二
つ
三
つ
ゐ
た
る
と
見
ゆ
る
も
の
を
、

し
ひ
て
思
へ
ば
、
釣
舟
な
る
べ
し
。
そ
こ
に
て
ぞ
、
え
涙
は
と
ど
め
ず
な

り
ぬ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
天
禄
元
年
六
月
　
唐
崎
祓
）

有
明
の
月
は
い
と
明
け
れ
ど
、
会
ふ
人
も
な
し
。
河
原
に
は
死
人
も
臥
せ

り
と
見
聞
け
ど
、
恐
し
く
も
あ
ら
ず
。
粟
田
山
と
い
ふ
ほ
ど
に
ゆ
き
さ
り

て
、
い
と
苦
し
き
を
、
う
ち
休
め
ば
、
と
も
か
く
も
思
ひ
わ
か
れ
ず
、
た

だ
涙
ぞ
こ
ぼ
る
る
。
人
や
来
る
と
涙
は
つ
れ
な
し
づ
く
り
て
、
た
だ
走
り

て
ゆ
き
も
て
ゆ
く
。
　
　
　
　
　
　
　
（
天
禄
元
年
七
月
　
石
山
詣
）

聖
地
に
赴
く
心
の
お
の
の
き
と
自
然
と
の
共
振
作
用
は
、
初
度
の
初
瀬
謡
の
際

に
も
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
れ
よ
り
立
ち
て
、
い
き
も
て
い
け
ば
、
な
で
ふ
こ
と
な
き
道
も
山
深
き

こ
こ
ち
す
れ
ば
、
い
と
あ
は
れ
に
水
の
声
す
。
例
の
杉
も
空
さ
し
て
立
ち

わ
た
り
、
木
の
葉
は
い
ろ
い
ろ
に
見
え
た
り
。
水
は
石
が
ち
な
る
中
よ
り

わ
き
か
へ
り
ゆ
く
。
夕
日
の
さ
し
た
る
さ
ま
な
ど
を
見
る
に
、
涙
も
と
ど

ま
ら
ず
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
上
巻
　
安
和
元
年
九
月
）

こ
れ
ら
の
物
詣
紀
行
の
最
初
に
は
、
「
か
く
て
年
ご
ろ
願
あ
る
を
、
い
か
で

初
瀬
に
」
「
い
か
で
涼
し
き
か
た
も
や
あ
る
と
心
も
の
べ
が
て
ら
浜
づ
ら
の
か

た
に
祓
へ
も
せ
む
と
思
ひ
て
、
唐
崎
へ
」
「
石
山
に
十
日
ば
か
り
」
と
、
そ
の

目
的
地
た
る
聖
地
の
地
名
が
明
記
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
比
し
て
鳴
滝
籠
り
の

場
合
は
、
前
述
の
如
く
寺
名
が
記
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
「
鳴
滝
」
な
る
地
名

す
ら
も
、
参
託
も
終
り
に
近
く
、
道
綱
母
を
見
舞
っ
て
帰
っ
た
「
な
ま
親
族
だ

つ
人
」
　
の
文
の
中
に
初
め
て
見
え
る
の
で
あ
る
。

「
…
…
。
あ
が
君
、
深
く
も
の
思
し
乱
る
べ
か
め
る
か
な
。

世
の
中
は
思
ひ
の
ほ
か
に
な
る
た
き
の
探
き
山
路
を
た
れ
知
ら
せ
け

む
」

な
ど
、
す
べ
て
さ
し
向
か
ひ
た
ら
む
や
う
に
、
こ
ま
や
か
に
書
き
た
り
。

鳴
滝
と
い
ふ
ぞ
、
こ
の
前
よ
り
行
く
水
な
り
け
る
。

親
族
の
歌
に
「
な
る
た
き
」
が
詠
ま
れ
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
作
者
は
つ
い
ぞ

「
鴨
滝
」
な
る
地
名
を
筆
に
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
山

寺
参
缶
は
「
鴨
滝
籠
り
」
と
し
て
余
り
に
も
有
名
で
あ
る
が
、
道
綱
母
の
意
識

の
中
で
「
鳴
滝
籠
り
」
と
、
と
ら
え
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
か
に
見
受
け
ら
れ
る
。
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二
　
景
勝
地
、
水
の
聖
地
と
し
て
の
鳴
滝

道
綱
母
が
こ
も
っ
た
般
若
寺
は
、
井
出
口
川
（
三
宝
寺
川
）
　
の
西
岸
、
自
砂

山
と
汎
称
さ
れ
る
標
高
二
六
四
・
五
メ
ー
ト
ル
の
山
の
中
旗
に
東
向
き
に
立
地

し
、
鳴
滝
川
が
寺
の
南
を
東
南
方
へ
流
れ
て
、
寺
の
東
方
を
商
流
す
る
井
出
口

川
を
合
し
て
い
た
。
下
流
は
御
室
川
と
も
称
さ
れ
る
鳴
滝
川
は
、
そ
の
源
を
梅
ケ

畑
の
山
中
に
発
し
、
右
京
区
鳴
滝
を
流
れ
て
双
ケ
岡
の
南
で
天
神
川
と
合
流
し
、

南
区
吉
祥
院
で
桂
川
に
そ
そ
ぐ
急
流
で
、
し
ば
し
ば
氾
濫
し
た
。
鳴
滝
川
の
名

（10）

の
由
来
は
、
「
水
音
の
高
い
急
流
」
　
の
意
で
あ
ろ
う
と
い
う
。

『
山
州
名
跡
志
』
が
「
一
名
称
顎
酉
河
「
　
拾
芥
抄
二
酉
河
鳴
穐
也
云
云
」
と

記
し
、
『
菟
芸
泥
赴
』
第
六
に
、

仁
和
寺
の
西
に
有
梅
が
畑
な
ど
云
あ
た
り
よ
り
な
が
る
ゝ
川
の
末
に
若
く

み
面
白
く
お
ち
た
ぎ
る
処
有
し
一
と
せ
の
大
水
に
な
が
れ
う
せ
ぬ
七
瀬
の

霊
所
の
一
所
に
て
西
の
滝
と
い
ふ
は
鳴
滝
也

と
す
る
如
く
、
鳴
滝
川
を
西
河
、
鳴
滝
の
滝
の
落
ち
る
所
を
西
滝
と
称
し
、
酉

滝
は
ま
た
霊
所
七
瀬
の
修
祓
地
の
一
つ
で
も
あ
っ
た
。

平
安
朝
の
鳴
滝
般
若
寺
の
あ
た
り
は
、
背
後
の
山
と
鳴
滝
川
に
よ
っ
て
形
作

ら
れ
た
山
水
の
美
と
、
『
今
昔
物
語
集
』
一
九
－
二
三
に
「
堂
ノ
未
申
ノ
方
二

卯
酉
二
大
キ
ナ
ル
房
ヲ
立
タ
リ
。
節
モ
無
キ
材
木
ヲ
以
テ
、
微
妙
ク
造
タ
リ
。

西
北
二
廊
共
ヲ
造
り
出
シ
テ
、
本
ヨ
リ
面
白
キ
所
ヲ
弥
ヨ
此
ク
徴
妙
キ
星
共
ヲ

（H－

造
タ
レ
バ
、
」
と
記
さ
れ
る
、
堂
々
た
る
寺
の
結
構
が
賞
美
さ
れ
る
景
勝
地
で

あ
っ
た
。
鳴
滝
や
般
若
寺
を
詠
ん
だ
詩
歌
が
、
い
く
つ
か
残
さ
れ
て
い
る
。

冬
日
往
∃
詣
般
若
寺
一
見
二
故
蔵
闇
梨
旧
房
ペ
中
心
之
感
触
レ
緒
難
レ

禁
。
遂
書
〓
所
懐
l
寄
二
覚
上
人
l
。

左
金
吾

僧
籠
去
後
幾
光
陰

赴
到
部
堪
泉
下
心

林
学
二
釈
尊
双
樹
色
l

水
伝
二
倍
梵
三
豊
日
一

（
後
略
）
　
　
　
（
本
朝
琵
藻
　
巻
下
　
懐
旧
部
）

秋
日
遊
二
般
若
寺
l
同
賦
三
秋
山
似
二
画
図
l
。

秋
山
自
似
画
図
成
。
軒
騎
登
臨
幾
喜
レ
晴
。
霧
画
視
青
非
二
筆
力
の
雲
生

後
素
豊
人
情
。
翠
屏
只
任
嵩
煙
色
。
錦
障
更
添
峡
水
声
。
（
後
略
）

（
江
吏
部
集
　
上
）

十
一
月

鴨
滝
の
落
ち
く
る
声
の
音
な
き
は
水
の
く
さ
び
さ
し
て
け
る
か
も

（
大
弐
高
遠
集
・
三
六
八
）

白
川
な
る
滝
の
も
と
に
て

落
ち
ま
さ
る
わ
が
涙
に
し
く
ら
ぶ
れ
ば
か
の
鳴
滝
も
名
の
み
な
り
け
り

（
思
女
集
・
一
七
）

こ
れ
ら
の
詩
歌
に
は
、
多
く
「
峡
水
声
」
　
や
滝
の
水
音
が
詠
ま
れ
て
い
る
。

前
掲
の
『
蒐
芸
泥
赴
』
が
「
七
瀬
の
芸
所
の
一
所
」
と
す
る
如
く
、
鳴
滝
は

七
漱
祓
が
行
わ
れ
る
水
の
聖
地
で
あ
っ
た
。
記
鐙
に
よ
れ
ば
、
朱
雀
上
皇
や
藤

原
道
長
の
修
祓
の
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
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太
上
皇
幸
二
西
河
↓
鯵
二
御
疾
一
便
幸
二
栽
松
院
。
嵯
峨
野
ぺ

（
日
本
紀
略
　
天
暦
元
年
三
月
二
十
日
）

十
六
日
、
…
出
鴎
河
解
除
、
初
日
今
日
七
箇
所
解
除
也
、
…

十
九
日
、
…
到
鳴
滝
解
除
、
…

廿
日
、
…
出
耳
聡
河
解
除
、
…

廿
三
日
、
…
松
前
為
解
除
行
間
、
於
川
原
雷
電
敷
皮
、
…

廿
四
日
、
…
到
大
井
解
除
、
…

廿
五
日
、
…
出
東
河
解
除
、
…

廿
六
日
、
到
般
若
寺
滝
解
除
、
…

（
御
堂
関
白
記
　
寛
弘
八
年
二
月
）

一
般
に
霊
所
七
瀬
は
、
『
御
堂
関
白
記
』
に
出
る
鴨
滝
・
耳
聡
川
・
松
前

（
崎
）
・
大
井
河
に
河
合
・
真
滝
・
石
彫
を
合
わ
せ
て
言
う
が
、
道
長
の
「
七

箇
所
解
除
」
は
必
ず
し
も
霊
所
七
瀬
を
指
す
も
の
で
は
な
か
っ
た
ら
し
い
。
い

ず
れ
に
し
ろ
、
「
七
箇
所
解
除
」
の
初
め
に
鴨
河
（
十
六
日
）
と
鳴
滝
（
十
九

日
）
、
終
わ
り
に
東
河
（
廿
五
日
）
と
般
若
寺
滝
（
廿
六
日
）
で
行
わ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
に
、
東
西
相
対
す
る
鴨
河
（
東
河
）
と
鳴
滝
（
般
若
寺
滝
）
の
修
祓

地
と
し
て
の
重
要
性
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
と
言
え
よ
う
。

鴨
滝
川
の
流
れ
入
る
桂
川
は
、
鴨
川
の
東
河
に
対
し
て
西
河
と
称
さ
れ
る
こ

（12）

と
も
あ
り
、
都
の
人
々
に
と
っ
て
最
重
要
の
川
で
あ
っ
た
が
、
鳴
滝
川
が
源
を

発
す
る
右
京
区
梅
ケ
畑
の
丘
陵
か
ら
は
、
最
近
平
安
時
代
の
雨
乞
儀
式
の
跡
が

【13）

発
掘
さ
れ
て
い
る
。
『
扶
桑
略
記
』
延
喜
二
年
六
月
十
七
日
条
に
は
、

召
二
陰
陽
寮
4
日
二
今
明
日
ペ
於
こ
乾
方
一
可
レ
動
二
五
龍
祭
一
之
由
仰
下
了
。

其
地
場
滝
北
十
二
月
谷
口
。

と
あ
り
、
鳴
滝
も
ま
た
雨
乞
の
地
で
あ
っ
た
。
し
て
み
る
と
、
鴨
滝
川
の
流
域

に
は
明
ら
か
に
水
の
信
仰
が
あ
り
、
鳴
滝
川
は
、
ま
さ
に
修
祓
を
行
う
に
ふ
さ

わ
し
い
聖
な
る
川
で
あ
っ
た
と
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
水
の
信

仰
は
、
単
に
土
俗
的
、
神
道
的
、
も
し
く
は
陰
陽
道
的
な
も
の
に
と
ど
ま
ら
ず
、

仏
教
信
仰
と
も
融
合
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

般
若
寺
の
開
基
観
賢
僧
正
は
、
仁
和
寺
別
当
に
任
じ
た
こ
と
も
あ
り
、
晩
年

（14）

は
仁
和
寺
の
別
院
般
若
寺
に
常
住
し
た
ら
し
い
。
『
今
昔
物
語
集
』
一
五
－
五

四
は
、
こ
の
仁
和
寺
の
僧
観
峰
威
儀
師
の
従
量
が
鳴
滝
川
で
水
浴
し
た
後
、
西
一

に
向
い
て
念
仏
を
唱
え
、
極
楽
往
生
し
た
話
を
伝
え
る
。
従
量
の
名
は
滝
丸
と
　
2
1

い

っ

た

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

－

此
ノ
童
仁
和
寺
ノ
西
二
鴨
滝
ト
云
フ
所
二
行
テ
、
河
二
水
ヲ
浴
テ
、
小
松

原
ノ
有
ル
所
二
行
テ
、
薄
ヲ
苅
集
テ
小
キ
産
ヲ
造
テ
、
崖
ノ
内
二
入
り
居

テ
、
西
二
向
テ
掌
ヲ
合
セ
テ
、
音
ヲ
挙
テ
、
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
　
ト
十
二

十
度
許
唱
フ
ル
二
、
其
ノ
辺
ノ
馬
・
牛
飼
フ
童
部
此
ノ
音
ヲ
聞
テ
、
「
滝

丸
ハ
何
事
為
ル
ゾ
」
ト
思
テ
、
寄
テ
立
チ
並
テ
見
ル
ニ
、
如
此
ク
念
仏
ヲ

唱
へ
テ
、
念
仏
ノ
音
止
ヌ
レ
バ
、
頸
ヲ
打
垂
ヒ
テ
死
ヌ
。
其
ノ
合
七
夕
ル

手
ハ
然
乍
ラ
有
り
。
（
中
略
）

此
レ
ヲ
思
フ
こ
、
膿
ノ
物
ノ
故
モ
不
知
ヌ
童
也
ト
云
へ
ド
モ
、
年
来
極

楽
ヲ
願
ケ
ル
ヤ
。
ロ
ヲ
動
力
シ
ケ
ル
ハ
念
仏
ヲ
申
シ
ケ
ル
ナ
メ
リ
。
遂
ニ



命
終
ラ
ム
ト
為
ル
時
ヲ
知
テ
、
静
ナ
ル
所
二
行
キ
居
テ
、
居
乍
ラ
掌
ヲ
合

七
念
仏
ヲ
唱
へ
テ
、
西
二
向
テ
死
ヌ
レ
バ
、
疑
ヒ
無
ク
極
楽
二
往
生
シ
タ

ル
老
ト
ゾ
語
り
伝
へ
タ
ル
ト
ヤ
。

鴨
滝
は
仁
和
寺
か
ら
す
る
と
、
西
の
方
向
に
当
る
。
従
量
の
滝
丸
な
る
名
も
、

こ
の
童
が
滝
の
精
で
あ
る
か
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
る
が
、
右
の
話
は
、
鳴
滝

の
水
の
霊
力
の
信
仰
が
、
仏
教
の
側
に
も
存
し
た
こ
と
を
物
語
る
。
と
い
う
よ

り
も
、
そ
も
そ
も
は
般
若
寺
の
創
建
そ
の
も
の
が
、
鳴
滝
の
水
の
信
仰
に
立
脚

す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。

道
綱
母
は
石
山
参
籠
中
に
、
寺
の
別
当
と
お
ぼ
し
き
僧
に
よ
っ
て
銚
子
の
水

を
膝
に
注
ぎ
か
け
ら
れ
る
夢
を
見
て
い
る
し
、
鳴
滝
参
籠
前
の
長
精
進
の
期
間

中
に
も
、
腹
中
の
蛇
が
動
き
ま
わ
っ
て
肝
を
食
む
、
こ
れ
を
治
す
に
は
孜
に
水

を
注
げ
ば
よ
い
、
と
い
う
夢
を
見
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
夢
を
彼
女
の
性
の
願
望

（15）

や
苦
悩
を
端
的
に
あ
ら
わ
し
た
も
の
と
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
が
、
い
ず
れ
の

夢
も
聖
な
る
空
間
や
時
間
の
中
で
見
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
以
上
、
そ
の
根
底
に

は
癒
し
の
水
や
再
生
の
水
へ
の
切
実
な
希
求
が
秘
め
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ざ
る

を
得
な
い
。
水
辺
唐
崎
へ
の
祓
行
は
言
う
に
及
ば
ず
、
初
度
の
初
瀬
詣
や
石
山

謡
の
旅
で
も
道
綱
母
は
行
く
先
々
で
水
に
出
会
い
、
心
と
身
体
を
蘇
ら
せ
て
い

【16）
る
。
聖
地
初
瀬
に
初
め
て
人
ら
ん
と
す
る
時
の
初
瀬
川
の
川
音
は
、
別
し
て
印

象
鮮
烈
で
あ
っ
た
と
見
え
、
「
い
と
あ
は
れ
に
水
の
声
す
」
「
水
は
石
が
ち
な
る

中
よ
り
わ
き
か
へ
り
ゆ
く
」
と
、
記
さ
れ
て
い
た
。

鳴
滝
に
入
る
に
は
、
鳴
滝
川
を
渡
ら
わ
は
な
ら
な
か
っ
た
。
詣
で
着
い
た
寺

の
御
堂
に
も
、
世
評
に
高
い
鳴
滝
の
滝
音
は
必
ず
や
響
い
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
、
道
綱
母
の
目
と
耳
は
、
何
故
か
鳴
滝
川
の
流
れ
と
滝
音
を
と
ら

え
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
景
勝
の
地
で
あ
り
、
水
の
聖
地
で
も
あ
る
鴨
滝
に

参
入
し
な
が
ら
、
意
識
的
に
か
無
意
識
的
に
か
、
水
を
と
ら
え
よ
う
と
し
な
か
っ

た
道
綱
母
の
視
覚
と
聴
覚
の
あ
り
方
が
問
題
と
な
ろ
う
。

三
　
嶋
滝
籠
日
ソ
の
視
覚
と
聴
覚

鳴
滝
籠
り
の
自
然
描
写
に
つ
い
て
は
、
既
に
宮
田
京
子
氏
に
貴
重
な
御
指
摘

が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
視
覚
描
写
の
面
で
は
、
近
景
描
写
に
遠
景
描
写
、
昼
間

の
花
の
描
写
に
闇
の
中
の
螢
の
描
写
と
い
う
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
徐
々
に
琵
侍

さ
れ
て
き
た
方
法
が
い
ず
れ
か
に
偏
る
こ
と
な
く
、
自
在
に
そ
の
描
写
の
手
段

と
な
り
得
て
お
り
、
聴
覚
描
写
の
面
で
も
、
単
一
の
音
で
は
な
く
集
合
的
な
音

を
聞
き
入
れ
て
い
て
、
聴
覚
が
視
覚
か
ら
解
放
さ
れ
、
独
立
し
て
描
写
の
手
段

【17〉

に
な
り
待
て
い
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
方
法
は
、
初
庄
初
靭
詣
・

唐
崎
祓
・
石
山
詣
の
紀
行
を
記
す
こ
と
を
通
し
て
、
作
者
自
身
が
磨
き
上
げ
て

き
た
自
然
観
照
の
姿
勢
や
表
現
力
の
結
実
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
が
、

ま
た
〓
血
、
鳴
滝
般
若
寺
の
地
理
的
条
件
や
作
者
の
置
か
れ
た
状
況
を
反
映
し

た
、
鳴
滝
舐
り
独
自
の
方
法
が
あ
っ
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
る
ま
い
。

A
ま
づ
僧
坊
に
お
り
ゐ
て
、
見
出
だ
し
た
れ
は
、
前
に
鮭
ゆ
ひ
わ
た
し
て
、

ま
た
、
な
に
と
も
知
ら
ね
草
ど
も
し
げ
き
中
に
、
牡
丹
草
ど
も
い
と
楕
な

げ
に
て
、
花
散
り
は
て
て
立
て
る
を
見
る
に
も
、
「
花
も
一
時
」
と
い
ふ
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こ
と
を
、
か
へ
し
お
ぼ
え
つ
つ
、
い
と
悲
し
。

B
暑
け
九
は
、
し
ば
し
戸
を
お
し
開
け
て
見
渡
せ
ば
、
堂
い
と
高
く
て
立
て

り
。
山
め
ぐ
り
て
懐
の
や
う
な
る
に
、
木
立
い
と
し
げ
く
お
も
し
ろ
け
れ

ど
、
闇
の
ほ
ど
な
れ
ば
、
た
だ
い
ま
暗
が
り
て
ぞ
あ
る
。
初
夜
行
な
ふ
と

て
、
法
師
ば
ら
そ
そ
け
ば
、
戸
お
し
開
け
て
念
議
す
る
ほ
ど
に
、
時
は
山

寺
わ
ざ
の
、
貝
四
つ
吹
く
ほ
ど
に
な
り
に
た
り
。

C
曙
を
見
れ
ば
、
雲
か
雲
か
と
見
ゆ
る
も
の
立
ち
わ
た
り
て
、
あ
は
れ
に
心

す
ご
し
。

D
め
ぐ
り
て
山
な
れ
ば
、
昼
も
人
や
見
む
の
う
た
が
ひ
な
し
。
簾
巻
き
上
げ

て
な
ど
あ
る
に
、
こ
の
時
過
ぎ
た
る
鴬
の
、
鳴
き
鳴
き
て
、
木
の
立
ち
枯

れ
に
、
「
ひ
と
く
ひ
と
く
」
と
の
み
、
い
ち
は
や
く
い
ふ
に
ぞ
、
簾
お
ろ

し
っ
べ
く
お
ぼ
ゆ
る
。
そ
も
う
つ
し
心
も
な
き
な
る
べ
し
。

E
木
陰
い
と
あ
は
れ
な
り
。
山
陰
の
暗
が
り
た
る
と
こ
ろ
を
見
れ
ば
、
螢
は

薫
く
ま
で
照
ら
す
め
り
。
里
に
て
、
昔
物
思
ひ
う
す
か
り
し
時
、
「
二
声

と
開
く
と
は
な
し
に
」
と
腹
立
た
し
か
り
し
ほ
と
と
ぎ
す
も
、
う
ち
と
け

て
鳴
く
。
く
ひ
な
は
そ
こ
と
思
ふ
ま
で
た
た
く
。
い
と
い
み
じ
げ
さ
ま
さ

る
物
思
ひ
の
住
み
か
な
り
。

F
か
く
て
あ
る
は
、
い
と
心
や
す
か
り
け
る
を
、
た
だ
涙
も
ろ
な
る
こ
そ
、

い
と
苦
し
か
り
け
れ
。
夕
碁
の
入
相
の
声
、
茅
桐
の
音
、
め
ぐ
り
の
小
寺

の
ち
ひ
さ
き
鐘
ど
も
、
わ
れ
も
わ
れ
も
と
う
ち
た
た
き
鳴
ら
し
、
前
な
る

岡
に
神
の
杜
も
あ
れ
ば
、
法
師
ば
ら
読
経
奉
り
な
ど
す
る
声
を
開
く
に
ぞ
、

い
と
せ
む
か
た
な
く
も
の
は
お
ぼ
ゆ
る
。

「
重
い
と
高
く
て
立
て
り
」
（
B
）
は
、
堂
が
高
く
誓
え
て
い
る
の
で
は
な
く
、

（18）

山
の
高
い
と
こ
ろ
に
立
っ
て
い
る
意
だ
と
さ
れ
る
。
石
山
寺
の
「
堂
は
高
く
て
、

下
は
谷
と
見
え
た
り
」
　
の
例
が
思
い
合
わ
さ
れ
る
が
、
石
山
詣
の
際
の
作
者
の

視
線
が
堂
下
の
谷
や
麓
の
泉
に
導
か
れ
た
り
、
遠
く
瀬
田
川
の
向
う
岸
に
ま
で

放
た
れ
た
の
と
は
異
な
り
、
こ
こ
で
の
作
者
の
視
線
は
、
四
囲
の
山
や
木
立
に

よ
っ
て
遮
ら
れ
て
、
内
に
籠
る
も
の
と
な
っ
て
い
た
。

。
山
め
ぐ
り
て
懐
の
や
う
な
る
に
、
木
立
い
と
し
げ
く
お
も
し
ろ
け
れ
ど
、

闇
の
は
ど
な
れ
ば
、
た
だ
い
ま
暗
が
り
て
ぞ
あ
る
。
（
B
）

。
め
ぐ
り
て
山
な
れ
ば
、
昼
も
人
や
見
む
の
う
た
が
ひ
な
し
。
（
D
）

。
木
陰
い
と
あ
は
れ
な
り
。
山
陰
の
暗
が
り
た
る
と
こ
ろ
を
見
れ
ば
、
蛍
は

驚
く
ま
で
照
ら
す
め
り
。
（
E
）

「
山
め
ぐ
り
て
俵
の
や
う
な
る
」
地
勢
は
、
い
わ
ゆ
る
「
こ
も
り
く
」
型
の

地
形
で
、
母
胎
回
帰
の
安
ら
ぎ
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
大
き
な
洞

窟
に
も
擬
せ
ら
れ
る
こ
う
し
た
地
形
の
中
で
は
、
物
理
的
に
も
感
覚
的
に
も
自

他
の
視
線
が
遮
断
さ
れ
る
。
二
度
に
わ
た
る
初
瀬
謡
の
道
中
は
、
ま
さ
し
く

（19）

「
見
る
こ
と
」
を
求
め
る
旅
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
が
、
詣
で
着
い
た
「
こ
も

（
空

り
く
」
初
瀬
の
御
堂
で
は
、
外
景
を
「
見
る
こ
と
」
が
放
棄
さ
れ
て
い
た
。
長

期
に
わ
た
る
鳴
滝
参
寵
で
は
、
さ
す
が
に
「
見
る
こ
と
」
は
完
全
に
放
棄
さ
れ

る
こ
と
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
「
昼
も
人
や
見
む
の
う
た
が
ひ
な
」
き
安
逸
の

中
で
、
「
見
る
」
「
見
ら
れ
る
」
の
厳
し
い
緊
張
関
係
は
失
わ
れ
て
い
る
。
か
わ
っ
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て
彼
女
が
見
る
の
は
、
闇
の
中
の
木
立
や
、
木
陰
、
山
陰
の
暗
が
り
と
そ
こ
を

照
ら
す
貸
、
さ
ら
に
は
曙
に
立
ち
渡
る
雲
房
な
ど
、
す
べ
て
暗
く
閉
ざ
さ
れ
た

視
界
の
中
で
限
定
的
に
と
ら
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
白
昼
の
明
る
い
光
の

下
で
見
た
も
の
は
、
わ
ず
か
に
み
じ
め
な
我
身
に
思
い
よ
そ
え
ら
れ
る
、
散
り

果
て
た
牡
丹
の
花
だ
け
で
あ
っ
た
。
か
つ
て
「
河
原
に
は
死
人
も
臥
せ
り
と
見

聞
け
ど
、
恐
し
く
も
あ
ら
ず
」
　
と
言
い
き
り
、

山
科
に
て
明
け
は
な
る
る
に
ぞ
、
い
と
顕
証
な
る
こ
こ
ち
す
れ
ば
、
あ
れ

か
人
か
に
お
ぽ
ゆ
る
。
人
は
み
な
お
く
ら
か
し
先
立
て
な
ど
し
て
、
か
す

か
に
て
歩
み
ゆ
け
ば
、
会
ふ
者
見
る
人
あ
や
し
げ
に
思
ひ
て
、
さ
さ
め
き

騒
ぐ
ぞ
、
い
と
わ
び
し
き
。

と
、
他
人
の
目
に
我
身
を
さ
ら
し
な
が
ら
も
石
山
謡
に
向
か
い
、
大
き
な
自
然

の
中
で
欝
屈
し
た
心
身
を
解
き
放
っ
た
時
の
高
揚
し
た
精
神
に
と
っ
て
か
わ
っ

て
、
こ
こ
で
支
配
的
な
の
は
、
「
こ
も
り
く
」
　
に
身
を
ひ
そ
め
、
木
立
や
闇
を

す
か
し
て
忽
意
的
、
限
定
的
に
物
を
見
る
、
あ
る
種
衰
弱
し
た
精
神
な
の
で
あ

る
。
同
様
の
こ
と
は
、
聴
覚
に
つ
い
て
も
言
い
う
る
で
あ
ろ
う
。

山
寺
に
参
籠
中
の
彼
女
の
耳
に
僧
の
読
経
の
声
や
鐘
の
音
、
法
螺
貝
の
音
が

聞
こ
え
て
く
る
の
は
、
当
然
の
こ
と
と
し
て
、
そ
の
他
の
聴
覚
描
写
も
、
対
象

に
限
っ
て
言
え
は
、
こ
の
季
節
の
も
の
と
し
て
は
歌
に
も
し
ば
し
は
詠
ま
れ
る

ほ
と
と
ぎ
す
・
水
鶏
・
茅
媚
の
声
に
と
ど
ま
る
の
で
あ
り
、
季
節
は
ず
れ
の
篤

の
声
を
「
ひ
と
く
ひ
と
く
」
と
開
く
と
こ
ろ
に
、
わ
ず
か
に
作
者
の
心
情
の
吐

露
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
時
季
遅
れ
の
夏
の
鷲
の
声
に
己
が
心

情
を
托
し
て
い
く
方
法
は
、
既
に
前
年
の
天
禄
元
年
六
月
の
独
詠
歌
、

鷲
も
期
も
な
き
も
の
や
思
ふ
ら
む
み
な
つ
き
は
て
ぬ
音
を
ぞ
な
く
な
る

に
よ
っ
て
十
全
の
高
み
に
達
し
て
い
た
。
こ
れ
に
比
べ
れ
ば
、
鴬
の
鳴
声
を

「
ひ
と
く
ひ
と
く
」
と
聞
く
の
な
ど
は
、
道
綱
母
の
切
実
な
思
い
の
反
映
で
あ
っ

た
と
し
て
も
、
少
々
通
俗
の
そ
し
り
を
免
れ
ま
い
。
前
掲
宮
田
氏
の
御
指
摘
の

如
く
、
聴
覚
描
写
の
表
現
手
法
に
深
化
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
が
、

鳴
滝
絞
り
の
環
境
が
新
し
い
対
象
を
発
見
さ
せ
た
と
は
言
え
な
い
の
で
あ
る
。

鴨
滝
籠
り
の
聴
覚
描
写
や
視
覚
描
写
に
貪
欲
さ
が
欠
け
る
の
は
、
京
に
も
近

く
、
既
に
何
度
も
訪
れ
て
新
鮮
さ
を
失
っ
た
寺
で
の
生
活
に
京
の
日
常
が
容
赦

な
く
入
り
込
ん
で
く
る
か
ら
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
以
上
に
、
道
朋
母
の

意
識
の
深
層
に
、
非
日
常
と
日
常
、
聖
と
俗
の
狭
間
に
あ
っ
て
、
非
日
常
の
側

に
惹
か
れ
ゆ
こ
う
と
す
る
自
身
に
、
危
う
く
制
動
を
か
け
る
も
の
が
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

四
　
境
界
と
し
て
の
鳴
滝

鳴
滝
舐
り
の
決
行
は
、
道
綱
母
に
と
っ
て
、
「
兼
家
に
執
着
す
る
自
己
を
振

り
切
る
」
行
為
で
あ
り
、
「
美
兼
家
へ
の
ひ
た
ぶ
る
の
反
逆
や
、
意
固
地
な
自

己
の
貫
徹
で
あ
る
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
あ
え
て
兼
家
か
ら
監
九
、
そ
の
愛
憎

か
ら
脱
却
し
て
、
は
じ
め
て
彼
女
が
主
体
的
な
自
己
を
見
出
す
方
途
を
も
掴
ん

（21）

だ
行
為
」
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
こ
と
に
異
論
は
な
い
。
で
は
、
そ
う
し

た
重
大
な
行
為
を
決
行
す
る
場
所
が
、
な
ぜ
鳴
滝
般
若
寺
な
の
か
。
さ
ら
に
、
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再
度
問
え
ば
、
数
あ
る
詣
で
先
の
中
か
ら
選
び
と
ら
れ
た
は
ず
の
こ
の
地
が
、

作
者
の
口
か
ら
は
鳴
滝
と
も
般
若
寺
と
も
語
ら
れ
な
い
の
は
、
一
体
な
ぜ
な
の

で
あ
ろ
う
か
。

般
若
寺
は
、
か
つ
て
道
綱
母
が
夫
と
共
に
時
々
託
っ
た
こ
と
も
あ
る
寺
で
、

倫
寧
家
と
も
何
が
し
の
関
係
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
、
長
期
滞
在
に
は
う
っ

て
つ
け
の
寺
で
あ
っ
た
、
も
し
彼
女
が
出
家
を
望
ん
だ
と
し
て
も
、
夫
や
父
親

か
ら
手
が
ま
わ
っ
て
、
簡
単
に
は
実
現
に
至
ら
な
い
で
あ
ろ
う
こ
と
も
折
り
込

み
ず
み
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
反
面
、
成
り
行
き
で
出
家
に
追
い
込
ま
れ
た

と
し
て
も
、
兼
家
の
妻
と
し
て
の
体
面
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
寺
で
も
あ
っ
た
。

ま
た
、
こ
の
寺
は
、
兼
家
の
本
邸
と
の
間
を
半
日
で
往
復
で
き
る
距
紅
に
あ
っ

た
。
京
中
か
ら
の
親
族
や
見
舞
客
の
来
訪
で
、
籠
り
の
場
が
日
常
性
に
侵
さ
れ

て
い
っ
た
所
以
で
も
あ
る
。
し
か
し
、
鳴
滝
選
定
の
理
由
が
、
そ
う
し
た
俗
的
・

日
常
的
な
要
因
ば
か
り
で
あ
っ
た
と
は
考
え
が
た
い
。
既
に
何
度
も
参
詣
や
参

缶
を
経
験
し
て
、
聖
地
の
霊
性
に
対
す
る
畏
怖
や
戦
慄
の
感
覚
は
薄
れ
て
い
た

と
は
言
え
、
道
綱
母
の
身
体
感
覚
の
奥
に
う
ず
く
聖
な
る
水
へ
の
渇
仰
や
、

「
こ
も
り
く
」
参
入
の
願
望
が
、
彼
女
を
鴨
滝
へ
と
か
り
た
て
た
こ
と
は
否
め

ま
い
。
初
度
の
初
瀬
詣
や
唐
崎
祓
、
石
山
参
籠
の
体
験
の
中
で
、
そ
れ
ら
は
一

時
的
に
も
せ
よ
、
道
綱
母
の
惧
悩
を
和
ら
げ
、
心
身
を
蘇
生
さ
せ
た
か
ら
で
あ

る
。一

般
的
な
認
識
か
ら
す
れ
ば
、
鳴
滝
は
郊
外
に
あ
っ
た
が
、
ま
た
二
面
、
洛

中
と
洛
外
、
現
世
と
他
界
の
境
界
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。
足
利
健
亮
氏
は
、
東
の
鴨
川
に
対
す
る
酉
の
嶋
田
川
が
御
宝
川

の
九
世
紀
の
呼
称
で
あ
り
、
鴨
・
嶋
田
の
京
郊
二
河
川
の
河
原
は
、
平
安
初
期

に
あ
っ
て
は
殆
ど
無
制
限
に
京
戸
の
葬
送
地
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
と
考
え

（”ご

ら
れ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
足
利
氏
は
さ
ら
に
、
平
安
京
を
め
ぐ
る
四
神
の

思
想
に
お
い
て
、
青
龍
の
鴨
川
に
対
す
る
白
虎
を
こ
の
嶋
田
川
（
御
室
川
）
で

あ
る
と
規
定
さ
れ
、
東
京
極
と
鴨
川
、
西
京
極
と
嶋
田
川
の
間
の
地
帯
を
、
氏

の
こ
と
ば
で
言
う
平
安
京
を
と
り
ま
く
「
帯
状
空
間
」
－
「
京
城
外
周
の
帯
状

空
間
」
の
東
・
西
の
も
の
と
考
え
ら
れ
た
。
そ
こ
は
都
市
と
し
て
の
平
安
京
の

「
郊
外
」
、
「
ア
ー
バ
ソ
フ
リ
ソ
ジ
」
で
あ
っ
て
、
工
房
や
救
済
施
設
の
拡
延
を

受
け
と
め
る
予
備
空
間
お
よ
び
葬
送
の
た
め
の
空
間
で
あ
り
、
水
害
の
直
接
的

な
影
響
を
少
し
で
も
小
さ
く
す
る
た
め
の
緩
衝
空
間
と
し
て
の
性
格
も
有
し

（乃）
た
。
御
室
川
（
鳴
滝
川
）
は
、
般
若
寺
の
南
を
東
南
に
向
か
っ
て
流
れ
、
木
島

神
社
（
蚕
の
社
）
の
社
城
西
辺
に
達
し
て
、
京
城
を
限
り
つ
つ
南
流
す
る
川
と

な
る
。
従
っ
て
、
鳴
滝
般
若
寺
付
近
は
、
足
利
氏
の
言
わ
れ
る
帯
状
空
間
の
西

北
隅
の
さ
ら
に
西
北
に
あ
た
り
、
平
安
京
域
か
ら
は
完
全
な
郊
外
に
な
る
。
た

だ
、
御
室
川
（
鳴
滝
川
）
の
有
す
る
境
界
の
川
と
し
て
の
性
格
は
、
上
流
の
こ

の
あ
た
り
で
も
あ
る
程
度
意
識
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

鳴
滝
川
の
流
れ
る
宇
多
野
（
福
王
子
・
鳴
滝
・
花
園
を
含
む
）
は
、
『
日
本

後
紀
』
大
同
元
年
三
月
十
九
日
条
に
、

以
二
山
城
国
富
野
郡
宇
大
野
為
二
山
陵
地
ペ

と
す
る
如
く
、
山
陵
の
地
で
あ
っ
た
。
光
孝
（
仁
和
三
年
没
）
・
村
上
（
康
保
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四
年
没
）
・
円
融
（
正
暦
二
年
没
）
　
の
三
天
皇
の
陵
墓
が
、
そ
れ
ぞ
れ
字
多
野

馬
場
町
・
鳴
滝
宇
多
野
谷
・
宇
多
野
福
王
子
町
に
営
ま
れ
て
い
る
し
、
光
孝
天

（24）

皇
皇
后
班
子
（
昌
泰
三
年
没
）
　
の
陵
墓
も
こ
の
付
近
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
も
っ

と
も
円
融
天
皇
の
崩
御
は
『
輯
蛤
日
記
』
よ
り
後
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ

で
は
論
の
外
に
お
く
と
し
て
、
仁
和
寺
の
北
に
し
て
般
若
寺
の
東
北
、
大
内
山

山
頂
の
東
に
は
、
承
平
元
年
に
仁
和
寺
で
死
去
し
た
芋
多
天
皇
の
大
内
山
陵
も

存
在
し
た
。
光
孝
天
皇
陵
は
、
後
田
邑
陵
も
し
く
は
小
松
山
陵
と
も
称
さ
れ
、

『
帝
王
編
年
記
』
仁
和
三
年
条
に
、

九
月
二
日
壬
申
。
奉
レ
葬
二
千
小
松
山
陵
品
等
。
号
二
光
孝
天
皇
又
小
松

帝
一

と
あ
り
、
『
薙
州
府
志
』
に
、

在
同
寺
（
諾
警
西
田
間
、
今
太
秦
東
北
有
称
小
松
之
処
、
恐
奉
葬
斯

地

と
、
小
松
の
地
名
を
指
定
す
る
に
よ
っ
て
、
仁
和
寺
の
南
西
に
あ
る
南
面
し
た

云
）

円
墳
が
そ
れ
か
と
治
定
さ
れ
て
い
る
。
鳴
沌
舐
り
の
終
り
近
く
、
道
綱
を
兼
家

邸
に
出
だ
し
立
て
た
後
の
記
事
に
、

…
…
、
例
の
、
時
L
も
あ
れ
、
雨
い
た
く
降
り
、
神
い
と
い
た
く
鳴
る
を
、

胸
塞
が
り
て
嘆
く
。
す
こ
し
静
ま
り
て
、
暗
く
な
る
ほ
ど
に
ぞ
帰
り
た
る
。

「
も
の
の
い
と
恐
し
か
り
つ
る
陵
の
わ
た
り
」
な
ど
い
ふ
に
ぞ
、
い
と
ぞ

い
み
じ
き
。

と
あ
る
陵
は
、
こ
の
光
孝
天
皇
陵
の
こ
と
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
光
孝
天

皇
皇
后
班
子
女
王
の
陵
墓
に
つ
い
て
は
、
『
日
本
紀
略
』
に
、

奉
レ
葬
二
先
大
后
於
苗
野
郡
頭
陀
寺
辺
一
　
　
（
昌
肇
二
年
四
月
四
日
粂
）

と
見
え
る
。
頭
陀
寺
跡
は
鴨
滝
の
辺
り
と
さ
れ
、
沈
子
を
祭
神
と
す
る
福
王
子

（26〉

神
社
が
そ
の
陵
墓
に
あ
た
る
と
も
言
わ
れ
る
が
、
所
在
は
不
明
と
い
う
。
『
日

本
紀
略
』
康
保
四
年
六
月
四
日
条
に
、

奉
レ
土
∃
葬
先
皇
於
山
城
国
蔦
野
郡
田
邑
郷
北
中
尾
魂

と
す
る
村
上
天
皇
陵
は
、
村
上
山
山
頂
に
あ
っ
て
、
般
若
寺
の
東
方
に
位
置
し

た
。
兼
家
の
伯
父
太
政
大
臣
藤
原
実
額
が
、
安
和
元
年
村
上
天
皇
陵
参
拝
の
途

次
、
般
若
寺
に
参
詣
し
た
こ
と
は
、
既
に
記
し
た
通
り
で
あ
る
が
、
兼
家
の
異

母
妹
登
子
が
村
上
天
皇
に
召
さ
れ
て
入
内
し
て
い
た
の
で
、
村
上
天
皇
崩
御
と

そ
の
山
陵
の
こ
と
は
、
道
綱
母
に
と
っ
て
も
無
関
心
事
で
は
な
か
っ
た
。

御
陵
や
な
に
や
と
聞
く
に
、
時
め
き
た
ま
へ
る
人
々
い
か
に
と
、
思
ひ

や
り
き
こ
ゆ
る
に
、
あ
は
れ
な
り
。
や
う
や
う
日
ご
ろ
に
な
り
て
、
貞
観

殿
の
御
方
に
、
い
か
に
な
ど
き
こ
え
け
る
つ
い
で
に
、

世
の
中
を
は
か
な
き
も
の
と
み
さ
さ
ぎ
の
う
も
る
る
山
に
な
げ
く
ら

む
や
ぞ

御
か
へ
り
ご
と
、
い
と
悲
し
げ
に
て
、

お
く
れ
じ
と
う
き
み
さ
さ
ぎ
に
思
ひ
い
る
心
は
死
出
の
山
に
や
あ
る

ら
む

鳴
滝
と
平
安
京
の
間
に
は
、
こ
う
し
た
山
陵
地
帯
が
杭
た
わ
っ
て
い
た
。
道

綱
や
貞
観
殿
豊
子
な
ら
ず
と
も
、
こ
れ
ら
の
陵
を
「
い
と
恐
し
」
と
感
じ
、
よ
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し
絞
念
的
に
も
せ
よ
、
死
出
の
山
に
重
ね
て
見
る
こ
と
は
、
至
極
自
然
の
こ
と

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
し
た
点
で
鳴
滝
や
宇
多
野
は
、
他
界
と
の
境
界

と
も
説
ぜ
ら
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

五
　
他
界
か
ら
の
影

道
綱
母
の
中
に
は
、
明
ら
か
に
他
界
の
方
に
惹
か
れ
ゆ
く
も
の
が
あ
っ
た
。

そ
う
し
た
情
感
を
象
徴
的
に
表
現
し
て
い
る
の
が
、
「
心
す
ご
し
」
な
る
語
で

あ
る
。
こ
の
語
は
日
記
中
に
四
例
見
え
る
が
、
そ
の
う
ち
三
例
が
鳴
滝
籠
り
の

記
事
に
集
中
し
て
い
る
。

①
曙
を
見
れ
ば
、
霧
か
雲
か
と
見
ゆ
る
も
の
立
ち
わ
た
り
て
、
あ
は
れ
に
心

す
ご
し
。

②
日
ご
ろ
も
の
し
っ
る
人
、
今
日
ぞ
帰
り
ぬ
る
。
事
の
出
づ
る
を
見
や
り
て
、

つ
く
づ
く
と
立
て
れ
ば
、
木
陰
に
や
う
や
う
い
く
も
、
い
包

見
や
り
て
な
が
め
立
て
り
つ
る
ほ
ど
に
、
気
や
上
り
ぬ
ら
む
、
こ
こ
ち
い

と
悪
し
う
お
ぼ
え
て
、
わ
ざ
と
い
と
苦
し
け
れ
ば
、
山
ご
も
り
し
た
る
禅

師
呼
び
て
護
身
せ
さ
す
。

③
夕
碁
に
な
る
ほ
ど
に
念
詞
声
に
加
持
し
た
る
を
、
あ
な
い
み
じ
と
聞
き
つ

つ
思
へ
ば
、
昔
、
わ
が
身
に
あ
ら
む
こ
と
と
は
夢
に
思
は
で
、
あ
は
れ
に

心
す
ご
き
こ
と
と
て
、
は
た
、
高
や
か
に
、
絵
に
も
か
き
、
こ
こ
ち
の
あ

ま
り
に
言
ひ
に
も
言
ひ
て
、
…
…

④
…
…
、
や
を
ら
、
端
の
か
た
に
立
ち
出
で
て
見
出
だ
し
た
れ
は
、
月
い
と

を
か
し
か
り
け
り
。
東
ざ
ま
に
う
ち
見
や
り
た
れ
は
、
山
霞
み
わ
た
り
て
、

い
と
ほ
の
か
に
、
心
す
ご
し
。

①
の
例
は
天
延
二
年
一
月
広
幡
中
川
の
家
で
の
記
事
で
あ
る
が
、
①
～
③
は

す
べ
て
鳴
滝
籠
り
の
中
の
こ
と
で
あ
る
。
④
の
前
後
に
は
、
前
年
八
月
に
広
幡

中
川
の
家
に
移
っ
て
き
て
か
ら
は
、
兼
家
の
訪
れ
が
絶
え
果
て
た
こ
と
、
今
や

夫
と
の
絶
縁
を
動
か
ぬ
も
の
と
し
て
深
刻
に
受
け
と
め
、
我
身
の
孤
独
感
を
ひ

そ
か
に
か
み
し
め
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
こ
と
な
ど
が
、
記
さ
れ
る
。
①
は
、
鳴

滝
入
山
後
、
迎
え
に
応
じ
な
い
作
者
に
業
を
煮
や
し
て
兼
家
が
帰
っ
て
し
ま
っ

た
翌
朝
、
兼
家
へ
の
手
紙
を
し
た
た
め
て
道
綱
に
托
し
た
際
の
自
然
観
照
、
②

は
、
先
日
か
ら
見
舞
い
に
来
て
い
た
叔
母
が
帰
っ
て
ゆ
く
の
を
見
送
っ
た
際
の

感
懐
で
あ
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
こ
れ
ら
の
情
感
が
、
お
そ
ら
く
は
建
物
の
端

近
く
か
ら
、
薄
光
の
中
で
視
覚
に
と
ら
え
ら
れ
た
景
に
よ
っ
て
催
さ
れ
た
で
あ

ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
④
に
は
「
端
の
か
た
に
立
ち
出
で
て
見
出

だ
し
た
れ
は
」
と
あ
っ
て
、
作
者
が
端
近
く
い
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
る
が
、
①

の
「
曙
を
見
れ
ば
」
、
②
の
「
串
の
出
づ
る
を
見
や
り
て
、
つ
く
づ
く
立
て
れ

ば
」
と
の
表
現
か
ら
も
、
同
様
の
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
①
と
②
は
、
京
へ
行

く
人
を
見
送
っ
て
立
ち
尽
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

建
物
の
「
端
」
は
、
内
外
両
領
域
の
そ
れ
ぞ
れ
に
接
点
を
持
つ
境
界
領
域
で

あ
り
、
「
変
化
の
人
」
　
の
場
で
あ
る
と
と
も
に
、
「
眺
め
」
　
の
場
で
も
あ
っ
た
。

異
界
と
の
交
信
を
可
能
に
し
、
中
空
の
宙
づ
り
状
態
を
甘
受
せ
ざ
る
を
え
な
い

物
思
う
人
を
手
繰
り
寄
せ
る
の
も
、
こ
の
「
端
」
　
の
境
界
性
だ
と
言
う
こ
と
が
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（訂）

で
き
よ
う
。
石
坂
妙
子
氏
が
引
か
れ
る
、
か
ぐ
や
姫
の
端
に
「
い
で
ゐ
て
」
　
の

物
思
い
や
、
『
更
級
日
記
』
の
作
者
と
そ
の
姉
の
「
端
」
体
験
は
、
王
朝
の

「
端
」
空
間
が
、
日
常
的
感
性
の
域
を
超
え
て
異
界
・
他
界
へ
の
回
路
で
あ
っ

た
こ
と
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。
鳴
滝
詰
り
の
中
の
作
者
に
も
、
同
様
の
「
端
」

体
験
が
あ
っ
た
ら
し
い
。

そ
の
十
三
日
の
夜
、
月
い
み
じ
く
限
な
く
あ
か
き
に
、
み
な
人
も
わ
た
る

夜
中
は
か
り
に
、
縁
に
出
で
ゐ
て
、
姉
な
る
人
、
空
を
つ
く
づ
く
と
な
が

め
て
、
「
た
だ
今
ゆ
く
へ
な
く
飛
び
う
せ
な
は
い
か
が
思
ふ
べ
き
」
と
問

ふ
に
、
な
ま
お
そ
ろ
し
と
思
へ
る
け
し
き
を
見
て
、
こ
と
ご
と
に
い
ひ
な

し
て
笑
ひ
な
ど
し
て
聞
け
ば
、
…
…
　
　
　
　
　
　
　
　
（
更
級
日
記
）

か
く
不
浄
な
る
ほ
ど
は
夜
昼
の
い
と
ま
も
あ
れ
ば
、
端
の
か
た
に
出
で
ゐ

て
な
が
む
る
を
、
こ
の
幼
き
人
、
「
入
り
ね
入
り
ね
」
　
と
い
ふ
気
色
を
見

れ
ば
、
も
の
を
深
く
思
ひ
入
れ
さ
せ
じ
と
な
る
べ
し
。

（
蛸
姶
日
記
・
天
禄
二
年
六
月
）

石
坂
氏
も
指
摘
さ
れ
る
如
く
、
『
更
級
日
記
』
の
場
合
は
、
死
の
影
を
漂
わ
せ

る
姉
の
こ
と
ば
と
、
「
空
を
つ
く
づ
く
と
な
が
め
」
　
る
物
に
址
入
ら
れ
た
か
の

よ
う
な
尋
常
で
は
な
い
姉
の
姿
に
、
妹
が
切
迫
し
た
雰
囲
気
に
引
き
込
ま
れ
、

現
実
感
覚
を
喪
失
し
そ
う
に
な
っ
た
恐
怖
か
ら
、
「
な
ま
お
そ
ろ
し
」
と
思
っ

た
の
で
あ
る
し
、
『
輯
蛤
日
記
』
の
場
合
は
、
「
端
」
　
と
い
う
異
空
間
で
内
な
る

人
々
と
は
異
な
っ
た
心
境
に
あ
る
母
を
、
息
子
の
道
綱
が
自
分
の
側
に
呼
び
戻

そ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
傍
ら
の
人
に
「
な
ま
お
そ
ろ
し
」
　
な
る
感
覚
を

抱
か
せ
、
自
分
の
側
に
呼
び
戻
さ
せ
ず
に
は
お
か
な
い
、
「
端
」
　
に
い
る
人
の

異
感
覚
は
、
「
端
」
　
の
人
自
身
に
は
「
心
す
ご
し
」
と
と
ら
え
ら
れ
た
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
現
実
に
は
行
き
所
の
な
い
中
空
の
状
態
で
、
異
界
や
他
界
に
ひ

か
れ
ゆ
く
も
の
を
感
じ
て
ぞ
っ
と
す
る
の
が
、
「
心
す
ご
し
」
　
の
感
覚
だ
っ
た

と
思
わ
れ
る
。
高
橋
文
二
氏
も
『
源
氏
物
語
』
　
の
「
心
す
ご
し
」
　
に
つ
い
て
、

「
ゆ
ゆ
し
」
や
「
お
そ
ろ
し
」
と
共
通
す
る
、
こ
の
世
と
こ
の
世
の
外
の
世
界

と
の
境
界
線
で
使
わ
れ
る
、
二
つ
の
世
界
の
緊
張
関
係
を
故
妙
に
反
映
す
る
言

葉
で
は
な
い
か
と
し
て
、
「
す
ご
し
」
　
の
語
義
に
共
通
す
る
「
ぞ
っ
と
す
る
ほ

蒜
）

ど
」
と
い
う
感
じ
方
に
、
他
界
の
影
の
表
れ
を
見
て
お
ら
れ
る
。

云

）

　

　

　

　

　

品

）

道
綱
母
の
中
に
は
も
と
も
と
「
み
み
ら
く
の
島
」
や
「
さ
く
な
谷
」
な
ど
、

他
界
へ
惹
か
れ
ゆ
く
資
質
が
あ
っ
た
。
空
間
的
に
他
界
と
の
境
界
を
思
わ
せ
る

も
の
を
有
し
た
鳴
滝
の
山
寺
に
お
い
て
、
京
で
の
生
活
や
兼
家
と
の
関
係
に
強

い
未
練
を
持
ち
つ
つ
も
、
出
家
や
死
の
誘
惑
か
ら
逃
れ
が
た
か
っ
た
作
者
の
心

理
に
、
他
界
の
影
が
さ
し
た
の
が
、
「
心
す
ご
し
」
　
の
語
で
あ
っ
た
と
す
る
こ

と
が
で
き
よ
う
。
②
の
例
で
、
気
分
が
悪
く
な
っ
て
山
ご
も
り
の
禅
師
に
護
身

を
さ
せ
て
い
る
の
も
、
こ
う
し
た
「
心
す
ご
し
」
　
の
感
覚
と
身
の
内
な
る
現
実

的
な
生
の
感
覚
の
相
克
に
、
彼
女
自
身
の
肉
体
が
耐
え
き
れ
な
く
な
っ
た
こ
と

を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

◎
の
例
で
「
昔
、
わ
が
身
に
あ
ら
む
こ
と
と
は
夢
に
も
恩
は
で
」
と
あ
る
と

（31｝

こ
ろ
、
日
本
古
典
文
学
全
集
頭
注
は
、
「
あ
は
れ
に
心
す
ご
き
こ
と
」
　
に
注
し

て
、
「
寂
実
感
に
包
ま
れ
て
感
傷
的
な
気
分
に
な
る
こ
と
。
す
さ
ま
じ
い
、
恐
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ろ
し
い
、
な
ど
の
感
じ
で
は
な
く
、
女
が
山
寺
に
こ
も
っ
て
僧
の
析
詩
を
受
け

た
り
、
ま
た
自
分
で
も
念
諭
し
て
い
る
様
子
を
、
人
か
ら
話
に
開
い
た
り
、
物

語
で
読
ん
だ
り
し
た
時
の
浪
漫
的
な
感
動
を
い
う
」
と
注
す
る
。
し
か
し
、
こ

こ
は
、
た
だ
浪
漫
的
な
感
動
と
い
う
よ
り
は
、
若
い
娘
の
鋭
い
感
性
が
、
こ
う

し
た
物
淋
し
い
所
為
に
他
界
か
ら
さ
す
影
を
無
意
識
樫
に
感
じ
と
っ
て
い
た
こ

と
を
示
す
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
山
寺
へ
参
詣
す
る
こ
と
は
、
聖
地
と
い
う
異

界
に
参
入
す
る
こ
と
で
あ
る
と
と
も
に
、
山
中
で
の
死
と
再
生
の
疑
似
体
験
を

（コ）

す
る
こ
と
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

六
　
大
門
の
内
な
る
「
眺
め
」

聖
地
た
る
般
若
寺
の
内
と
外
を
隔
て
る
の
は
、
寺
の
大
門
で
あ
っ
た
。
前
述

の
如
く
、
般
若
寺
は
東
向
き
に
建
て
ら
れ
て
い
た
か
ら
、
こ
の
大
門
も
京
の
あ

る
東
に
向
い
て
い
て
、
本
来
は
聖
な
る
べ
き
寺
の
生
活
と
、
俗
な
る
京
の
日
常

の
生
活
を
隔
て
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

A
封
印
の
か
た
に
、
「
お
は
し
ま
す
お
は
し
ま
す
」
と
い
ひ
つ
つ
、
の
の
し

る
音
す
れ
ば
、
あ
げ
た
る
麓
ど
も
う
ち
お
ろ
し
て
見
や
れ
ば
、
木
間
よ
り

火
二
と
も
し
三
と
も
し
見
え
た
り
。
幼
き
人
け
い
め
い
し
て
出
で
た
れ
は
、

率
な
が
ら
立
ち
て
あ
る
、
「
御
迎
へ
に
な
む
ま
ゐ
り
来
つ
る
を
、
今
日
ま

で
こ
の
積
ら
ひ
あ
れ
ば
、
え
降
り
ぬ
を
、
い
づ
く
に
か
串
は
寄
す
べ
き
」

と
い
ふ
に
、
い
と
も
の
ぐ
る
は
し
き
こ
こ
ち
す
。

B
…
…
、
あ
る
日
の
昼
つ
か
た
、
丸
印
の
か
た
に
、
馬
の
い
な
な
く
声
し
て
、

人
の
あ
ま
た
あ
る
け
は
ひ
し
た
り
。
木
の
問
よ
り
見
通
し
や
り
た
れ
は
、

こ
こ
か
し
こ
、
直
人
あ
ま
た
見
え
て
、
歩
み
来
め
り
。
兵
衛
佐
な
め
り
と

思
へ
ば
、
（
中
略
）
　
木
陰
に
立
ち
や
す
ら
ふ
さ
ま
、
京
お
ぼ
え
て
い
と
を

か
し
か
め
り
。

C
刻
闇
討
き
出
づ
れ
ば
、
乗
り
加
は
り
て
、
道
す
が
ら
、
う
ち
も
笑
ひ
ぬ
べ

き
こ
と
ど
も
を
、
ふ
さ
に
あ
れ
ど
、
夢
路
か
も
の
ぞ
言
は
れ
ぬ
。

A
は
兼
家
、
B
は
兼
家
の
長
男
道
隆
の
来
訪
の
場
面
で
あ
り
、
C
は
道
綱
母

が
兼
家
に
よ
っ
て
強
引
に
下
山
さ
せ
ら
れ
る
場
面
で
あ
る
。
京
か
ら
は
何
人
も

の
人
間
が
作
者
に
下
山
を
す
す
め
に
や
っ
て
来
た
が
、
中
で
重
要
人
物
で
あ
る

兼
家
と
道
隆
に
か
か
わ
っ
て
、
大
門
に
言
及
さ
れ
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
道
綱

母
の
聴
覚
は
、
ま
ず
大
門
の
か
た
の
物
音
を
と
ら
え
て
、
京
か
ら
の
人
の
来
訪

を
察
知
し
、
つ
い
で
そ
の
視
覚
が
木
の
問
か
ら
透
か
し
見
た
人
影
に
よ
っ
て
、

来
訪
者
を
確
認
す
る
。
鳴
滝
入
山
後
間
も
な
く
訪
れ
た
兼
家
は
、
「
い
と
も
の

ぐ
る
は
し
き
こ
こ
ち
す
」
と
と
ら
え
ら
れ
、
時
日
が
経
過
し
て
来
訪
し
た
道
隆

の
姿
は
、
「
京
お
ぼ
え
て
い
と
を
か
し
か
め
り
」
と
と
ら
え
ら
れ
る
が
、
こ
う

し
た
と
ら
え
方
は
、
人
物
の
好
悪
を
超
え
て
、
道
綱
母
と
京
と
の
心
理
的
距
離

を
あ
ら
わ
す
も
の
で
も
あ
ろ
う
。
彼
女
は
、
「
大
門
の
か
た
」
か
ら
来
る
人
に
、

ま
ざ
れ
も
な
く
京
の
日
常
生
活
を
見
て
い
た
。
大
門
の
か
た
に
注
が
れ
る
聴
覚

と
視
覚
は
、
京
の
日
常
生
活
へ
の
未
練
と
回
帰
の
志
向
を
あ
ら
わ
す
も
の
に
他

な
ら
な
い
。
兼
家
に
強
引
に
下
山
さ
せ
ら
れ
る
際
の
叙
述
に
、
「
大
門
引
き
出

づ
れ
ば
」
と
、
こ
と
さ
ら
「
大
門
」
　
へ
の
言
及
が
な
さ
れ
る
所
以
で
も
あ
る
。
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道
綱
母
が
こ
も
っ
た
鳴
滝
般
若
寺
は
、
「
大
門
」
に
象
徴
さ
れ
る
、
日
常
生

活
と
の
境
界
や
、
鳴
滝
川
や
山
陵
に
よ
っ
て
象
徴
さ
れ
る
平
安
京
や
他
界
と
の

境
界
な
ど
、
い
く
つ
か
の
重
層
す
る
境
界
に
よ
っ
て
区
切
ら
れ
た
空
間
で
あ
っ

た
。
さ
ら
に
は
第
二
節
で
述
べ
た
如
く
、
七
瀬
祓
の
修
さ
れ
る
楔
祓
の
地
で
あ

り
、
そ
れ
以
前
に
水
の
聖
地
で
も
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
、
道

綱
母
の
意
識
に
は
、
時
と
し
て
他
界
の
影
が
さ
す
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
他
界
と

の
境
界
や
水
の
聖
地
と
し
て
の
観
念
は
、
意
識
下
に
押
さ
え
込
ま
れ
る
こ
と
が

多
か
っ
た
。
般
若
寺
の
寺
名
が
一
度
も
記
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
「
例
の
（
も
）
も

の
す
る
（
山
）
寺
」
に
終
始
す
る
こ
と
、
鳴
滝
の
地
名
が
、
参
寵
も
終
り
に
近

く
に
な
っ
て
、
道
綱
母
を
見
舞
っ
て
帰
っ
て
行
っ
た
「
な
ま
親
族
だ
つ
人
」
　
の

文
の
中
に
初
め
て
見
え
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
先
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
し
、

何
に
も
ま
し
て
、
道
綱
母
の
聴
覚
は
鴨
滝
の
水
音
を
と
ら
え
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
鳴
滝
籠
り
の
最
初
か
ら
予
想
さ
れ
た
こ
と
で

あ
っ
た
と
も
言
え
よ
う
。
兼
家
の
前
渡
り
の
苦
し
み
に
耐
え
き
れ
ず
、
意
を
決

し
て
出
て
き
た
旅
で
は
あ
っ
た
が
、
彼
女
に
は
、
「
兼
家
へ
の
断
て
ぬ
執
着
」

か
ら
、
「
こ
れ
を
決
定
的
な
行
動
と
せ
ず
今
後
の
進
退
を
い
か
よ
う
に
も
選
び

（，、ご

う
る
自
由
を
保
留
し
た
い
思
い
」
が
あ
っ
た
。
兼
家
へ
の
愛
憎
に
の
た
う
ち
、

兼
家
と
の
高
藤
に
疲
労
因
燈
し
て
い
た
は
ず
の
彼
女
が
、
夫
と
何
度
も
詣
で
た

寺
を
参
寵
先
に
選
ん
だ
の
も
、
女
心
の
未
練
で
は
あ
る
。
自
身
の
置
か
れ
た
状

況
が
、
唐
崎
祓
や
石
山
謡
の
時
に
増
し
て
危
機
的
で
あ
れ
ば
あ
る
だ
け
、
道
綱

母
は
自
身
を
遠
く
へ
、
よ
り
広
い
世
界
へ
解
き
放
つ
勇
気
を
持
て
な
か
っ
た
の

で
は
あ
る
ま
い
か
。
か
ね
て
よ
り
ゆ
か
り
の
山
寺
の
大
門
の
内
な
る
「
こ
も
り

く
」
の
空
間
で
、
母
胎
回
帰
の
安
逸
に
身
を
委
ね
、
意
識
下
で
半
は
閉
ざ
し
た

視
覚
・
聴
覚
で
と
ら
え
ら
れ
る
も
の
が
、
道
綱
母
の
欝
屈
を
散
じ
る
に
至
ら
な

か
っ
た
の
は
、
当
然
と
言
え
は
当
然
で
あ
っ
た
。
初
度
の
初
瀬
詣
や
、
唐
崎
祓
・

V汀〔

石
山
謡
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
「
な
が
め
」
の
姿
勢
が
顕
著
と
な
る
の
も
、
ま

た
自
然
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

①
人
や
り
な
ら
ぬ
わ
ざ
な
れ
ば
、
と
ひ
と
ぷ
ら
は
ぬ
人
あ
り
と
も
、
夢
に
つ

ら
く
な
ど
思
ふ
べ
き
な
ら
わ
は
、
い
と
心
や
す
く
て
あ
る
を
、
た
だ
、
か

か
る
住
ま
ひ
を
さ
へ
せ
む
と
か
ま
へ
た
り
け
る
身
の
宿
世
ば
か
り
を
叫
珂

む
る
に
そ
ひ
て
、

②
か
く
不
浄
な
る
ほ
ど
は
夜
昼
の
い
と
ま
も
あ
れ
ば
、
端
の
か
た
に
出
で
ゐ

て
増
村
叫
利
を
、
こ
の
幼
き
人
、
「
入
り
ね
入
り
ね
」
と
い
ふ
気
色
を
見

れ
ば
、
も
の
を
深
く
思
ひ
入
れ
さ
せ
じ
と
な
る
べ
し
。

③
日
ご
ろ
も
の
し
っ
る
人
、
今
日
ぞ
帰
り
ぬ
る
。
車
の
出
づ
る
を
見
や
り
て
、

つ
く
づ
く
と
立
て
れ
ば
、
木
陰
に
や
う
や
う
い
く
も
、
い
と
心
す
ご
し
。

見
や
り
て
な
l
判
型
止
て
り
つ
る
ほ
ど
に
、
気
や
上
り
ぬ
ら
む
、
こ
こ
ち
い

と
悪
し
う
お
ぼ
え
て
、
わ
ざ
と
い
と
苦
し
け
れ
ば
、
山
ご
も
り
し
た
る
禅

師
呼
び
て
護
身
せ
さ
す
。

◎
（
わ
が
も
と
の
は
ら
か
ら
一
人
、
ま
た
人
も
ろ
と
も
に
も
の
し
た
り
。
）

…
・
、
い
と
心
細
げ
に
い
ひ
て
も
、
か
す
か
な
る
さ
ま
に
て
帰
る
。
こ
こ

ち
け
し
う
は
あ
ら
わ
は
、
例
の
見
送
り
て
な
が
め
出
だ
し
た
る
ほ
ど
に
、
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⑤
…
…
、
今
朝
、
京
へ
出
だ
し
立
て
て
、
思
ひ
な
が
む
る
ほ
ど
に
、
空
暗
が

り
、
松
風
音
高
く
て
、
神
ご
を
ご
を
と
鳴
る
。

◎
「
か
く
て
の
み
と
し
も
思
ひ
た
ま
へ
ね
ど
、
剖
叫
利
ほ
ど
に
な
む
、
は

か
な
く
て
過
ぎ
つ
つ
、
日
数
ぞ
つ
も
り
に
け
る
。
…
…
」

⑦
ま
た
の
日
、
返
り
ご
と
あ
り
。
…
…
と
あ
る
を
、
い
と
あ
は
れ
に
悲
し
く

な
が
む
る
ほ
ど
に
、

◎
か
く
し
つ
つ
日
ご
ろ
に
な
り
、
融
釧
剖
ざ
さ
る
に
、

一
般
に
王
朝
女
性
の
放
心
し
た
よ
う
な
物
思
い
の
ポ
ー
ズ
を
あ
ら
わ
す
「
眺

め
」
　
は
、
「
待
つ
」
　
こ
と
が
日
常
化
さ
れ
た
王
朝
女
性
の
ポ
ー
ズ
を
あ
ら
わ
す

玉
）

の
に
、
も
っ
と
も
ふ
さ
わ
し
い
言
葉
で
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
道
綱
母
の
場
合
と

て
例
外
で
は
な
い
。
「
端
」
　
で
の
「
挑
め
」
が
、
時
に
異
界
や
他
界
へ
通
じ
る

も
の
で
あ
る
こ
と
は
前
節
に
記
し
た
通
り
で
あ
る
が
、
道
綱
母
の
中
に
は
、
そ

う
し
た
異
感
覚
に
惹
か
れ
つ
つ
も
、
押
さ
え
き
れ
ず
に
頭
を
も
た
げ
て
く
る
兼

家
へ
の
執
着
、
京
の
日
常
生
活
へ
の
未
練
が
あ
っ
た
。
右
に
挙
げ
た
「
眺
め
」

の
う
ち
、
③
㊥
⑤
⑦
の
四
例
ま
で
も
が
、
京
と
の
間
を
往
来
す
る
人
や
文
に
よ
っ

て
触
発
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
何
よ
り
の
証
左
で
あ
ろ
う
。

二
十
日
に
余
る
鳴
滝
籠
り
に
よ
っ
て
も
、
遂
に
作
者
の
聖
化
は
遂
げ
ら
れ
な

か
っ
た
、
と
い
う
よ
り
も
、
聖
と
俗
、
非
日
常
と
日
常
の
狭
間
に
あ
っ
て
、
意

識
下
に
制
動
す
る
も
の
が
、
聖
な
る
も
の
の
呼
声
に
耳
を
情
け
さ
せ
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。
逆
に
そ
の
こ
と
が
道
綱
母
の
意
識
を
自
己
の
内
へ
、
過
去
の
人
生

史
の
内
観
へ
と
向
け
さ
せ
た
。
道
綱
母
の
主
体
的
な
自
己
認
識
は
、
聖
な
る
世

界
へ
の
跳
躍
で
は
な
く
、
や
は
り
あ
く
ま
で
も
兼
家
へ
の
未
練
を
含
め
た
、
自

己
の
現
在
の
生
に
執
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
し
か
、
得
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
う
し
た
意
味
で
、
鳴
滝
籠
り
以
後
に
開
か
れ
る
『
輯
姶
日
記
』
の
新
し
い
世

界
は
、
括
り
に
よ
る
現
実
へ
の
再
生
だ
と
す
る
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

注
（
1
）
引
用
は
日
本
古
典
文
学
全
集
に
よ
る
。

（
2
）
上
村
悦
子
『
輯
姶
自
記
の
研
究
』
（
昭
和
4
7
、
明
治
書
院
）
第
一
部
第
二
車
輪
姶

日
記
成
立
論
。

（
3
）
拙
稿
「
水
辺
の
鎮
魂
－
靖
姶
日
記
の
唐
崎
祓
－
」
『
国
文
学
致
』
第
一
四
五
号
、

平
成
7
・
S
。
『
古
代
伝
承
と
王
朝
文
学
』
所
収
。

（
4
）
拙
稿
「
死
と
再
生
の
谷
－
王
朝
女
流
の
石
山
詣
－
」
『
日
本
文
学
』
第
4
2
巻
第
4

号
、
平
成
5
・
4
。
『
古
代
伝
承
と
王
朝
文
学
』
所
収
。

（
5
）
書
沢
義
則
『
全
訳
王
朝
文
学
叢
書
』
第
十
一
巻
（
昭
和
2
、
王
朝
文
学
叢
書
刊
行

会
）
　
四
三
頁
。
喜
多
義
勇
『
輯
姶
日
記
講
義
』
（
昭
和
1
9
改
訂
増
補
版
、
東
京
武

蔵
野
書
院
）
　
四
二
七
頁
。
他

（
6
）
　
「
般
若
寺
と
道
綱
の
母
」
『
王
朝
の
映
像
』
（
昭
和
4
5
、
東
京
堂
出
版
）
所
収
。

（
7
）
　
日
本
歴
史
地
名
大
系
2
7
『
京
都
市
の
地
名
』
一
〇
五
三
貢
。

（
8
）
　
注
6
に
同
じ
。

（
9
）
　
日
本
古
典
文
学
全
集
『
土
佐
日
記
　
靖
姶
日
記
』
　
二
五
九
頁
。

（
1
0
）
森
本
茂
『
校
注
歌
枕
大
観
　
山
城
絹
』
（
昭
和
封
、
大
学
堂
書
店
）
　
四
五
三
頁
。

（
1
1
）
引
用
は
新
日
本
古
典
文
学
大
系
に
よ
る
。

（
1
2
）
　
『
三
代
実
録
』
貞
観
二
年
九
月
十
五
日
粂
　
他
。

（
1
3
）
平
成
九
年
六
月
十
四
日
付
朝
日
新
聞
朝
刊
一
三
版
。

（
1
4
）
　
注
6
に
同
じ
。
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（
1
5
）
岡
一
男
『
道
綱
母
』
（
昭
和
1
8
、
音
梧
堂
）
一
七
六
頁
お
よ
び
一
八
二
頁
。

（
1
6
二
二
田
村
雅
子
「
平
安
女
流
日
記
文
学
の
自
然
－
疎
外
さ
れ
た
自
然
・
輯
蛤
日
記
の

「
水
」
と
「
火
」
－
」
女
流
日
記
文
学
講
座
第
一
巻
『
女
流
日
記
文
学
と
は
何
か
』

（
平
成
3
、
勉
誠
社
）
所
収
。

（
け
）
　
「
『
か
げ
ろ
ふ
日
記
』
の
自
然
描
写
と
物
詣
で
ー
視
覚
・
聴
覚
の
視
点
か
ら
ー
」

『
中
古
文
学
』
第
4
6
号
、
平
成
2
・
1
2
。

（
1
8
）
秋
山
虔
・
上
村
悦
子
・
木
村
正
中
「
輯
姶
日
記
注
解
五
十
九
」
『
解
釈
と
鑑
賞
』

第
3
2
巻
第
4
号
、
昭
和
4
2
・
4
。
日
本
古
典
文
学
全
集
・
新
潮
日
本
古
典
集
成
・

新
日
本
古
典
文
学
大
系
も
同
様
の
解
を
と
る
。

（
空
三
田
村
雅
子
「
輯
蛤
日
記
の
物
詣
」
『
一
冊
の
講
座
　
輯
蛤
日
記
』
（
昭
和
率
、
有

精
堂
）
　
所
収
。

（
2
0
）
注
4
に
同
じ
。

（
2
1
）
　
「
輯
蛤
日
記
注
解
五
十
七
」
『
解
釈
と
鑑
賞
』
第
3
2
巻
第
2
号
、
昭
和
4
2
・
2
。

（
竺
　
（
a
）
　
『
日
本
古
代
地
理
研
究
』
（
昭
和
叩
、
大
明
笠
）
第
四
草
平
安
京
外
接
部

の
計
画
。

（
2
4
）
注
7
の
富
一
〇
四
一
～
一
〇
五
三
頁
。

（
2
5
）
　
（
2
6
）
　
注
7
の
書
一
〇
四
二
頁
。

（
竺
石
坂
炒
子
「
王
朝
の
『
端
』
－
そ
の
空
間
性
－
」
『
文
芸
研
究
』
第
一
二
三
集
、

平
成
2
・
1
。
の
ち
『
平
安
期
日
記
文
芸
の
研
究
』
所
収
。

（
讐
　
「
他
界
の
影
－
光
源
氏
の
こ
と
な
ど
－
」
『
文
学
・
語
学
』
第
一
五
八
号
、
平
成

1
0
．
3
0

（
乃
）
　
日
記
上
巻
康
保
元
年
秋
条
。

（
卸
）
　
日
記
中
巻
天
禄
元
年
七
月
条
。

（
3
1
）
　
二
六
入
貢
頭
注
。

（
3
2
）
注
4
に
同
じ
。

（
お
）
注
1
8
「
蛸
蛤
日
記
注
解
五
十
九
」
。

（
朗
）
注
1
7
に
同
じ
。

（
3
5
）
清
水
文
雄
「
物
語
の
女
－
『
待
つ
恋
』
と
『
眺
め
』
－
」
日
本
古
典
鑑
賞
講
座
第

六
巻
『
王
朝
日
記
』
（
昭
和
3
2
、
角
川
容
店
）
所
収
。

－
　
は
ら
だ
・
あ
つ
こ
、
大
阪
成
践
女
子
短
期
大
学
教
授
　
－
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